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議会だより 

議会事務局 

昭
和
五
十
年
度
第
六
回
定
例
町
 

議
会
が
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
 

二
＋
三
日
招
集
さ
れ
提
出
議
案
 

第
七
十
四
号
か
ら
第
九
十
二
号
 

ま
で
十
九
議
案
及
び
請
願
三
件
 

が
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
 

り
ま
す
。
 

1
、
議
七
十
四
号
「
金
田
町
消
 

防
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
 

消
防
委
員
 
植
高
勇
太
郎
 

2
、
議
案
第
七
十
五
号
」
金
田
 

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
 

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
 

て」 
選
挙
管
理
委
員
（
四
名
）
 

相
 
原
 
明
 
治
 

藤
 
本
 
富
士
松
 

森
 

重
 
孝
 

杉
 

茂
 

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
 

（
四
名
）
 

福
 
田
 
耕
 
蔵
 

香
 
月
 
久
 
幸
 

荒
 
牧
 
宗
 
雄
 

堀
 
田
 

満
 

3
、
議
案
第
七
十
大
号
「
金
田
 

町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
 

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
 

（
可
決
）
 

4
、
議
案
第
 

『
習
写
「
金
田
 

町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
 

退
転
報
償
金
の
支
給
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
 

て
 

（
可
決
）
 

5
、
議
案
第
七
十
八
号
「
金
田
 

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
 

て」 

（
可
決
）
 

6
、
議
案
第
七
十
九
号
「
福
岡
 

県
市
町
村
取
員
退
取
手
当
組
 

台
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
 

て
」
‘
 

（
可
決
）
 

7
、
議
案
第
八
＋
号
「
専
決
処
 

分
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
 

こ
と
に
つ
い
て
」
 

（
可
決
）
 

8
、
議
案
第
八
十
一
号
「
昭
和
 

五
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
（
第
五
号
）
に
つ
い
て
」
 

（
可
決
）
 

9
、
議
案
第
八
十
二
号
「
昭
和
 

五
十
年
度
有
線
放
送
電
話
特
 

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
 

）
に
つ
い
て
」
・
 

（
可
決
）
 

10 

、
議
案
八
十
三
号
「
昭
和
五
 

十
年
度
同
和
地
区
住
宅
改
修
 

資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
 

正
予
算
（
第
一
号
）
 
に
つ
い
 

て」 

（
可
決
）
 

11 

、
議
案
第
八
十
四
号
「
昭
和
 

五
十
年
度
国
民
健
康
保
険
特
 

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
 

）
に
つ
い
て
」
 

（
可
決
）
 

12 

、
議
案
第
八
十
五
号
「
昭
和
 

五
十
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
 

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
 

つ
い
て
」
 

． 

（
可
決
）
 

13
 

、
議
案
八
十
六
号
「
昭
和
五
 

十
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
 

特
別
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
 

い
て
」
 

（
可
決
）
 

14
 

、
議
案
八
十
七
号
「
昭
和
四
 

十
九
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
 

い
て
」
 

（
可
決
）
 

15 

、
議
案
第
八
十
八
号
「
下
田
 

川
衛
生
組
合
規
約
の
一
部
変
 

更
に
つ
い
て
」
 

（
可
決
）
 

16 

、
議
案
第
八
十
九
号
「
財
産
 

の
取
得
に
つ
い
て
」
 （

可
決
）
 

17 

、
議
案
第
九
十
号
「
金
田
町
 

取
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
 

つ
い
て
」
 

（
可
決
）
 

18 

、
議
案
第
九
十
一
号
「
単
純
 

な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
 

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
に
つ
い
て
」
 

（
可
決
）
 

19 

、
議
案
九
十
二
号
「
金
田
町
 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
」
 （

可
決
）
 

〇
請
願
を
次
の
と
お
り
審
議
い
 

た
し
ま
し
た
。
 

1
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
 

度
確
立
に
関
す
る
請
願
書
 

（
採
択
）
 

2
、
田
川
郡
金
田
町
立
小
、
 

中
学
校
に
お
け
る
教
育
条
 

件
整
備
及
び
教
職
員
増
員
 

措
置
に
関
す
る
請
願
 

（
採
択
）
 

3
、
相
互
ス
ー
パ
ー
金
田
町
 

進
出
に
反
対
す
る
請
願
 

（
保
留
）
 

昭
和
 36 

年
4
趣
か
 

●べ 

て
の
人
は
何
れ
か
の
年
金
制
度
 

に
加
入
す
る
と
い
う
「
国
民
皆
 

年
金
」
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し
 

た
。
た
だ
当
時
高
令
の
人
は
国
 

民
年
金
の
強
制
加
入
対
象
者
と
 

な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
 

福
祉
年
金
で
補
っ
て
い
く
こ
と
 

に
な
り
、
明
治
 44
 

年
4
月
1

日
 

以
前
生
れ
の
人
が
老
令
福
祉
年
 

みなさん、年金受給権の 

確保は大丈夫ですか 

国民年金の未加入者はいませんか 

金
の
対
象
者
と
な
っ
た
次
第
で
 

す
。
し
た
が
っ
て
（
明
治
 44 

年
 

4
月
2

日
以
後
生
れ
の
人
は
、
 

公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
、
 

老
令
（
退
職
）
年
金
の
受
給
資
 

格
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
が
、
国
民
年
金
で
は
他
の
年
 

金
制
度
と
異
な
り
本
人
が
加
入
 

手
続
や
保
険
料
納
付
の
手
続
を
 

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
 

の
で
、
国
民
年
金
に
必
ら
す
加
 

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
 

ま
だ
加
入
の
手
続
き
を
し
て
い
 

な
い
人
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
 

生
を
通
じ
て
年
金
を
受
け
ら
れ
 

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
 

も
う
」
度
自
分
は
国
民
年
金
の
 

加
入
対
象
者
で
な
い
か
ど
う
か
 

調
べ
て
み
ま
し
よ
う
。
そ
こ
で
 

国
民
年
金
に
必
ら
ず
加
入
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
（
強
制
加
 

入
該
当
者
）
と
は
 20 

才
ー
 60 

才
 

に
な
る
ま
で
の
人
で
、
次
の
よ
 

う
な
人
を
い
い
ま
す
。
 

①
農
林
漁
業
従
事
者
、
商
工
業
 

者
、
医
師
、
弁
護
士
な
ど
の
 

自
営
業
者
と
そ
の
家
族
 

②
厚
生
年
金
な
ど
の
適
用
を
受
 

け
て
な
い
商
工
業
従
事
者
と
 

そ
の
家
族
 

と
こ
ろ
で
国
民
年
金
は
歳
を
と
 

っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
老
令
 

年
金
が
給
付
の
柱
で
す
が
、
障
 

害
者
や
母
子
家
庭
に
な
っ
た
時
 

な
ど
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
る
 

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
 

一
つ
の
年
金
制
度
 

だ
け
で
は
、
老
令
（
退
職
）
年
 

金
を
受
け
る
に
必
要
な
資
格
を
 

満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
 

も
生
じ
ま
す
が
、
8

つ
の
公
的
 

年
金
制
度
相
互
間
で
、
そ
れ
ぞ
 

れ
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
を
 

通
算
し
て
年
金
の
受
給
資
格
を
 

満
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
 

す
の
で
法
律
で
決
め
ら
れ
た
手
 

続
き
を
行
っ
て
い
れ
ば
必
ら
ず
 

年
金
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
 

き
る
訳
で
す
。
 

加
入
も
れ
の
方
は
、
い
ま
す
 

ぐ
役
場
年
金
係
で
手
続
き
を
行
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ク
固
定
資
産
税
 

『
課
税
台
帳
』
 

の
縦
覧
の
延
期
 

に
つ
い
て
ガ
 

税
 
務
 
課
 

毎
年
三
月
一
日
よ
り
三
月
一
一
 

十
日
ま
で
、
固
定
資
産
課
税
台
 

帳
を
縦
覧
に
供
し
て
お
り
ま
し
 

た
が
、
今
年
は
地
方
税
法
の
改
 

正
案
の
国
会
審
議
が
大
幅
に
遅
 

れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
今
年
に
 

限
り
四
月
一
日
よ
り
四
月
二
十
 

日
ま
で
に
延
期
い
た
し
ま
す
の
 

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

尚
、
以
上
の
関
係
上
、
固
定
 

資
産
税
の
第
一
期
分
の
課
税
及
 

び
納
期
を
五
月
一
日
よ
り
五
月
 

末
日
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。
 

~ 
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撃
県
立
福
岡
盲
学
校
☆
☆
☆
奴
 

☆
 

☆
 

☆
 

☆
 

奴
☆
☆
☆
☆
☆
☆
入
学
案
内
熟
 

福
岡
県
立
福
岡
盲
学
校
で
は
 

五
十
一
年
度
の
入
学
生
を
、
次
 

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◆
入
学
の
資
格
 

m
全
く
見
え
な
い
者
 

の
眼
鏡
を
か
け
て
も
〇
・
三
 

以
下
の
視
力
で
普
通
学
校
 

で
の
学
習
が
困
難
な
も
の
 

回
将
来
失
眼
、
或
は
著
し
く
 

視
力
減
退
の
お
そ
れ
あ
る
 

②
年
令
と
学
歴
 

切
幼
稚
部
満
五
才
児
 

困
小
学
部
 

満
六
才
か
ら
十
五
才
迄
 

固
中
学
部
 

満
十
二
才
か
ら
二
十
才
 

ま
で
の
者
で
盲
学
校
小
 

学
部
或
は
普
通
の
小
学
 

校
を
卒
業
し
た
者
、
又
 

は
こ
れ
に
準
じ
る
者
 

国
高
等
部
 

普
 
通
 
科
（
三
年
）
 

保
健
理
療
科
（
三
年
）
 

専
攻
科
理
療
科
 （「犀） 

『
風
疹
』
 

対
策
に
つ
い
 

て

お

願

い

 

保
 
健
 
係
 

風
疹
は
、
俗
に
 
「
三
日
ハ
シ
カ
 

ー
 
」
と
い
わ
れ
種
々
の
症
状
の
発
 

i
 

疹
を
と
も
な
う
軽
症
の
熱
性
伝
 

染
病
で
学
校
保
健
法
に
、
規
定
 

さ
れ
て
い
る
伝
染
病
で
あ
り
ま
 

町
 
す。 

こ
の
風
疹
は
届
出
伝
染
病
で
な
 

い
た
め
県
内
で
の
流
行
の
状
況
 

ー
 
は
、
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
ま
 

ー
 
せ
ん
が
昭
和
三
十
九
年
か
ら
昭
 

和
四
十
年
に
沖
縄
に
お
い
て
大
 

流
行
し
目
、
耳
、
心
臓
の
奇
形
 

金
 
児
が
多
数
生
れ
た
こ
と
は
御
承
 

昭和51年3月1日 

知
の
と
お
り
で
す
。
患
者
の
症
 

状
は
軽
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
 

が
妊
娠
初
期
（
四
ケ
月
頃
ま
で
 

）
の
妊
娠
が
感
染
す
る
と
目
、
 

耳
、
心
臓
等
の
先
天
性
障
害
児
 

を
出
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
 

す。 
流
行
は
大
部
分
が
小
児
に
み
ら
 

れ
ま
す
が
、
 
冬
と
春
に
多
く
の
 

発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。
昨
年
か
 

ら
本
年
に
か
け
て
流
行
す
る
の
 

で
は
な
い
か
と
関
係
者
は
心
配
 

恰
 

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
o
 

も
し
妊
娠
初
期
の
婦
人
の
同
居
 

者
に
風
疹
患
者
が
発
見
さ
れ
た
 

◆
入
学
の
手
続
 

1
、
木
校
所
定
の
入
学
願
書
 

及
び
履
歴
書
 

2
、
戸
籍
謄
本
又
は
抄
本
 

3
、
本
校
所
定
の
眼
科
医
の
 

診
断
書
 

4
、
最
終
学
校
の
卒
業
又
は
 

見
込
証
明
書
 

5
、
高
等
部
は
出
身
学
校
長
 

の
内
申
書
 

◆
高
等
部
卒
業
後
の
進
路
 

1
、
大
学
へ
進
学
で
き
ま
す
 

2
、
保
健
理
療
科
の
卒
業
生
 

は
あ
ん
ま
、
 
マ
 
ッ
サ
ー
ジ
 

指
圧
師
の
検
定
受
験
資
格
 

を
得
ら
れ
ま
す
。
 

◆

学

 

費・ 

1
、
授
業
料
は
各
部
と
も
徴
 

収
し
ま
せ
ん
。
 

2
、
入
学
の
時
に
は
点
字
器
費
 

中
学
部
以
上
は
体
操
服
等
 

専
攻
科
は
別
に
実
習
衣
、
 

は
り
実
習
器
具
費
等
が
い
 

り
ま
す
。
 

◆
諸
経
費
の
特
点
 

1
、
各
部
と
も
就
学
奨
励
法
 

に
よ
っ
て
教
科
書
は
全
部
 

無
償
支
給
、
家
庭
の
状
況
 

と
き
や
患
者
と
接
触
し
た
と
思
 

わ
れ
る
場
合
は
、
速
か
に
医
師
 

に
相
談
し
て
指
示
を
受
け
て
下
 

さ
い
。
 

ま
た
風
疹
と
医
師
が
診
断
さ
れ
 

た
方
は
御
迷
惑
と
は
思
い
ま
す
 

が
、
電
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
 

の
で
役
場
保
健
係
ま
で
ご
連
絡
 

下
さ
い
。
 卒業期の少年非行を 

防止しま しよ う 

三
月
は
、
児
童
生
徒
に
と
っ
 

て
卒
業
期
を
ひ
か
え
学
校
生
活
 

か
ら
の
解
放
感
あ
る
い
は
進
学
 

や
就
職
な
ど
、
人
生
を
方
向
づ
 

け
る
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
心
 

の
動
揺
な
ど
か
ら
例
年
次
の
よ
 

う
な
事
案
が
急
増
し
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
少
 

年
非
行
を
防
止
す
る
た
め
家
庭
 

学
校
、
地
域
ぐ
る
み
で
温
か
く
 

見
守
り
ま
し
よ
う
．
 

〇
卒
業
生
と
在
校
生
と
の
 

暴
力
事
案
 

〇
進
学
組
と
就
職
組
と
の
 

暴
力
事
案
 

障
害
福
祉
年
金
の
支
給
範
 監i 

が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
 

障
害
福
祉
年
金
と
は
、
国
民
 

年
金
に
加
入
す
る
資
格
の
あ
る
 

人
で
、
加
入
前
に
障
害
の
状
態
 

に
応
じ
て
寄
宿
舎
費
、
帰
 

省
交
通
費
、
学
用
品
費
等
 

の
全
額
又
は
半
額
の
補
助
 

が
あ
り
ま
す
。
 

2
、
家
庭
の
状
況
や
、
本
人
 

の
学
業
成
績
等
に
よ
っ
て
 

本
校
の
奨
学
会
か
ら
学
費
 

そ
の
他
の
補
助
を
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
ま
ず
。
 

◆
寄
宿
舎
お
よ
ひ
寮
施
設
 

1
、
寄
宿
舎
 

ー
ケ
月
の
舎
費
三
〇
〇
円
 

一
日
の
食
費
 
四
三
〇
円
 

家
庭
の
経
済
状
況
に
応
じ
 

全
額
又
は
半
額
補
助
。
 

2
、
新
生
明
寮
 

十
八
才
未
満
の
環
境
不
遇
 

児
を
対
象
と
し
て
設
け
ら
 

れ
て
い
る
。
 

◆
入
学
面
接
・
考
査
日
 

1
、
第
一
回
目
 

三
月
十
八
日
午
後
九
時
 

2
、
第
二
回
目
 

四
月
七
日
午
前
九
時
 

※
な
お
不
明
な
点
は
本
校
に
 

直
接
お
間
い
合
せ
下
さ
い
 

に
あ
っ
た
人
や
又
、
加
入
し
た
 

直
後
に
病
気
や
け
が
を
し
た
人
 

な
ど
に
、
全
額
国
の
負
担
に
よ
 

っ
て
支
給
さ
れ
る
年
金
の
こ
と
 

で
す
。
 

こ
の
障
害
福
祉
年
金
は
従
来
 

両
手
両
足
が
な
い
と
か
盲
で
あ
 

る
と
か
の
重
い
障
害
（
一
級
障
 

害
）
の
人
に
限
っ
て
支
給
さ
れ
 

て
い
ま
し
た
が
、
 
一
昨
年
の
三
 

月
か
ら
は
、
そ
う
重
く
な
い
障
 

害
（
二
級
障
害
）
に
ま
で
支
給
 

の
範
囲
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
 

す。 し
か
し
、
ま
だ
こ
の
こ
と
を
 

御芳志あり 

がとうござ 

いました 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

金
一
封
 

森
 

澄
夫
様
 

金
一
封
 

金
山
 
玄
性
様
 

金
田
町
教
育
後
援
会
 

金
一
封
 

米
家
 
邦
生
様
 

右
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
 

た
の
で
、
御
芳
志
に
添
う
べ
く
 

電
話
（
〇
九
二
）
 

有
意
義
に
使
用
し
た
い
と
思
い
 

九
〇
三
四
番
 
ま
す
。
 

，
ー
 

〇
学
校
間
び
、
ノ
立
抗
争
事
案
 

〇
教
師
に
対
す
る
暴
力
事
案
 

〇
万
引
き
、
自
転
車
、
ォ
ー
 

ト
バ
ィ
盗
み
 

〇
ニ
ス
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
 

乱
用
 

〇
家
出
、
飲
酒
、
喫
煙
、
不
 

純
異
性
交
遊
、
不
健
全
娯
 

楽
 

〇
危
険
な
遊
び
な
ど
に
よ
る
 

事
故
こ
の
よ
う
な
非
行
や
 

事
故
防
止
を
す
る
た
め
、
 

次
の
こ
と
を
実
行
し
て
下
 

さ
い
。
 

〇
少
年
の
行
動
、
特
に
夜
間
 

に
つ
い
て
は
、
行
き
先
、
 

帰
宅
時
間
な
ど
を
確
実
に
 

つ
か
ん
で
お
く
。
 

〇
少
年
が
高
価
な
物
や
入
手
 

先
の
不
明
な
品
物
を
持
っ
 

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
入
 

手
先
、
方
法
を
確
か
め
 

る。 

〇
日
ご
ろ
か
ら
、
少
年
の
服
 

装
、
態
度
、
言
葉
づ
か
い
 

所
持
品
な
ど
に
つ
い
て
注
 

意
す
る
と
と
も
に
、
不
審
 

な
友
人
が
い
る
と
き
は
、
 

そ
の
家
庭
や
学
校
の
先
生
 

と
連
絡
を
と
っ
て
、
健
全
 

な
交
遊
関
係
に
導
い
て
や
 

る。 

O
怠
学
、
家
出
少
年
な
ど
を
 

発
見
し
た
と
き
は
、
登
校
 

や
帰
宅
を
促
す
な
ど
声
を
 

か
け
て
や
る
。
 

〇
木
刀
や
バ
ツ
ト
な
ど
を
所
 

持
し
て
い
る
少
年
を
発
見
 

し
た
と
き
は
す
ぐ
警
察
に
 

連
絡
す
る
。
 

『
国
民
年
金
』
 

は
こ
ん
な
に
 

多
く
支
給
さ
 

れ
て
い
ま
す
 

国
民
年
金
は
生
ま
れ
て
十
五
 

年
し
か
た
た
な
い
の
に
、
今
で
 

は
二
千
五
百
万
人
以
上
の
人
達
 

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
 

日
本
の
人
口
の
約
四
分
の
一
、
 

四
人
に
一
人
が
は
い
っ
て
い
る
 

勘
定
で
す
。
 
あ
な
た
は
、
こ
の
 

仲
間
は
ず
れ
に
な
っ
て
は
い
ま
 

せ
ん
か
。
 

こ
ん
な
に
加
入
者
が
ふ
え
た
 

一
方
で
、
国
民
年
金
の
受
給
者
 

も
、
去
年
の
七
月
末
に
は
二
百
 

十
六
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
こ
 

の
人
達
に
支
払
わ
れ
る
年
金
は
 

昭
和
五
十
年
度
予
算
で
約
四
千
 

一
一
百
億
円
に
も
達
し
て
い
ま
 

す
。
毎
年
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
数
 

年
ど
と
の
年
金
額
改
定
な
ど
が
 

重
な
っ
て
、
今
後
も
年
金
の
支
 

払
高
は
ま
す
ま
す
増
え
続
け
る
 

で
し
よ
う
。
 

あ
な
た
が
未
加
入
な
ら
す
ぐ
 

加
入
し
て
、
や
が
て
年
金
を
受
 

け
る
日
の
よ
ろ
こ
び
を
、
心
を
 

ふ
く
ら
ま
せ
て
お
待
ち
下
き
 

知
ら
な
い
向
き
が
多
い
よ
う
な
 

の
で
、
も
し
こ
の
よ
う
な
二
級
 

障
害
状
態
の
方
は
、
役
場
年
金
 

係
に
一
応
ご
相
談
く
だ
さ
い
c
 

た
だ
し
、
こ
の
年
金
は
、
恩
 

給
や
厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
て
 

い
る
時
、
又
は
本
人
等
に
あ
る
 

程
度
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
 

支
給
さ
れ
な
い
時
が
あ
り
ま
 

す。 

環 境衛生 

だよ り 

町
民
の
皆
様
方
も
す
で
に
回
 

覧
、
チ
ラ
シ
等
で
御
承
知
の
こ
 

と
で
し
よ
う
が
、
金
田
町
で
は
 

「
明
る
く
、
美
し
く
、
清
潔
」
 

を
モ
ッ
ト
ー
に
そ
の
環
境
作
り
 

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

今
や
日
進
月
歩
、
世
の
中
が
 

近
代
化
さ
れ
、
町
の
い
た
る
と
 

こ
ろ
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
ま
た
家
庭
か
ら
廃
出
さ
 

れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
年
々
（
日
増
 

し
に
）
増
加
し
て
い
る
現
況
で
 

す
。
こ
の
た
め
下
田
川
（
金
田
 

糸
田
、
赤
池
、
方
城
）
四
ケ
町
 

の
は
昨
年
、
巨
額
な
金
を
つ
ぎ
 

こ
み
機
械
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
場
 

を
赤
池
町
伏
原
に
建
設
し
ま
し
 

た
。
こ
の
処
理
場
は
焼
却
に
よ
 

り
処
理
す
る
も
の
で
す
の
で
、
 

ゴ
ミ
を
不
燃
吻
ど
、
 

物
に
 

」 

い。 
そ
こ
で
、
金
田
町
の
状
況
を
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
と
、
金
田
町
 

の
国
民
年
金
被
保
険
者
は
2
3
 

9
8
名
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
老
令
年
金
を
受
給
 

し
て
い
る
人
は
、
 
10 

年
聞
納
め
 

た
人
で
1
2
6
名
、
5
年
間
納
 

め
た
人
が
3
9
名
受
給
し
て
い
 

ま
す
。
 

年
金
額
は
、
 
10 

年
年
金
は
年
 

間
2
1
2
2
5
0
円
、
月
額
1
 

7
6
8
8

円
、
5
年
年
金
は
1
 

5
6
0
0
0
円
、
月
額
1
3
0
 

0
0
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
 

昭
和
 51 

年
9
月
よ
り
、
物
価
に
 

ス
ラ
イ
ド
し
て
大
巾
に
増
額
す
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

児

童

手

当

制

度

 

に
 

つ
 

い
 

て
 

児
童
手
当
制
度
が
昭
和
四
十
 

七
年
一
月
に
発
足
し
て
か
ら
、
 

早
く
も
四
年
に
な
り
ま
す
。
金
 

田
町
で
は
現
在
、
二
百
十
一
名
 

受
給
し
て
お
り
ま
す
。
資
格
が
 

あ
る
の
に
ま
だ
受
給
さ
れ
て
な
 

い
方
は
役
場
福
祉
係
に
申
請
し
 

て
下
さ
い
。
 

受
給
の
資
格
と
し
て
は
、
十
 

八
才
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上
 

い
る
方
で
、
年
間
所
得
最
低
百
 

九
十
六
万
円
以
下
と
な
っ
て
お
 

り
ま
す
。
尚
、
詳
し
い
こ
と
は
 

住
民
課
福
祉
係
に
お
た
ず
ね
下
 

き
い
。
 

、 

分
別
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
 

ん。 そ
の
分
別
を
皆
様
方
の
手
を
 

わ
ず
ら
わ
せ
て
収
集
し
て
い
ま
 

す
。
こ
の
分
別
の
一
方
法
と
し
 

ま
し
て
ポ
リ
袋
等
を
利
用
し
て
 

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
 

在
で
も
、
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
中
 

に
は
、
か
な
り
の
も
え
な
い
ゴ
 

ミ
等
が
混
入
し
て
お
り
、
焼
却
 

場
で
非
常
に
困
っ
て
い
ま
す
。
 

ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
 

是
非
分
別
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
 

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

尚
、
係
で
は
分
別
用
ゴ
ミ
容
 

器
と
し
て
ポ
リ
袋
を
一
括
購
入
 

し
て
皆
様
に
少
し
で
も
安
く
お
 

渡
し
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

ポ
リ
袋
一
枚
八
円
で
す
。
く
 

わ
し
く
は
保
健
係
へ
。
 

住
み
よ
い
 

町
づ
く
り
の
た
め
に
 

町
ぐ
る
み
 

村
ぐ
る
み
で
 

一
斉
除
草
 

《、‘』‘J
く，h
〈
・
‘
、
【
く
，
‘
‘
ー
・
，
く
‘
、
ノ
、
く
I
 

イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
 

‘
く
、
く
I
J
、、J
、‘●、‘、、一 

・‘」1
ノ、I
、ノ‘》1
一 

あ
る
年
の
春
の
午
後
の
こ
と
 

で
し
た
。
 

カ
ニ
の
お
母
さ
ん
が
、
子
ガ
 

ニ
に
向
っ
て
い
い
ま
し
た
し
 
「 

横
に
歩
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
よ
。
 
ま
っ
す
ぐ
に
歩
き
な
さ
 

い。 

」
す
る
と
子
ガ
ニ
が
い
い
 

ま
し
た
。
 

「
お
母
さ
ん
も
横
に
 

歩
い
て
い
ま
す
よ
。
ぼ
く
は
、
 

お
母
さ
ん
の
ま
ね
を
し
た
の
で
 

す
よ
。
」
 

税

務

 署

か

ら

の

 

お
 

知
 

ら
 

せ
 

昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
額
の
 

確
定
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
 

日
ま
で
で
す
．
申
告
書
の
書
き
 

方
は
、
税
務
署
か
ら
お
届
け
し
 

て
い
る
「
所
得
税
の
確
定
申
告
 

の
手
引
」
な
ど
に
詳
し
く
説
明
 

し
て
あ
り
ま
す
が
、
お
わ
か
り
 

に
な
ら
な
い
所
が
あ
る
方
は
税
 

務
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

ま
た
商
工
会
、
税
務
相
談
所
、
 

税
理
士
会
の
納
税
相
談
会
場
等
 

で
も
申
告
の
相
談
に
応
じ
て
い
 

ま
す
か
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

な
お
税
務
署
で
は
三
月
十
日
頃
 

か
ら
十
五
日
ま
で
の
間
は
、
大
 

変
混
み
合
い
ま
す
の
で
落
着
い
 

て
相
談
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
 

必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
る
時
間
 

が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
。
申
告
と
納
税
は
で
 

き
る
だ
け
早
め
に
御
済
ま
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

、
心
配
 
こ

と

相

談

 

日
 
に
 
つ
 
い
 
て
 

心
配
ご
と
相
談
日
を
利
用
し
ま
 

し
よ
・
つ
。
 

毎
月
・
第
四
水
曜
日
 

午
前
十
時
よ
り
 

午
後
三
時
ま
で
 

※
三
月
は
二
＋
五
日
で
す
。
 

h
リノ 水道課 よ 

、 し 願
 

お
 

諸
物
価
の
値
上
り
の
た
め
、
水
 

道
事
業
運
営
が
困
難
を
き
わ
め
 

赤
字
財
政
に
は
く
し
ゃ
を
か
け
 

て
い
る
今
日
で
す
が
、
水
道
料
 

金
を
未
納
さ
れ
て
い
る
方
に
、
 

納
入
方
お
願
い
致
し
ま
す
。
現
 

在
の
金
田
町
水
道
基
本
料
金
、
 

超
過
料
金
は
日
本
で
は
、
か
ず
 

す
く
な
い
低
料
金
地
区
で
あ
ま
 

す。 
タ
バ
コ
三
個
分
の
基
本
料
金
、
 

1
t

は
ド
ラ
ム
カ
ン
る
本
分
の
 

水
量
、
こ
れ
が
牛
乳
半
本
の
額
 

で
す
。
皆
様
に
は
断
水
、
そ
の
 

他
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
 

て
お
り
ま
す
が
節
水
、
水
道
料
 

金
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
家
庭
内
の
漏
水
は
最
寄
 

り
の
水
道
業
者
に
連
絡
し
て
下
 

さ
い
。
 笠

原
水
道
 
②
〇
六
五
六
 

福
智
水
道
 
②
O
四
四
五
 

原
田
水
道
 
②
一
一
九
八
 

吉
原
水
道
 
②
〇
四
六
七
 

※
「
節
水
に
こ
協
力
下
さ
い
」
 

最
近
子
供
、
中
学
生
の
、
無
謀
 

な
、
自
転
車
運
転
が
、
目
に
つ
 

き
ま
す
。
と
き
に
は
、
見
と
お
 

し
の
悪
い
下
り
坂
を
、
競
走
す
 

る
か
の
よ
う
に
、
全
速
度
を
出
 

し
、
自
動
車
と
の
離
合
す
る
さ
 

い
に
は
急
に
、
左
右
に
別
れ
た
 

り
す
る
こ
と
が
、
た
び
た
び
あ
 

り
ま
す
。
 

園
児
を
乗
せ
て
走
行
し
て
い
る
 

保育園児送 

迎者よ り の 

お願い 

運
転
者
は
ト
ッ
サ
の
場
合
で
も
 

急
ブ
レ
ー
キ
は
、
お
ろ
か
急
ハ
 

ン
ド
ル
も
切
ら
れ
な
い
場
合
が
 

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
操
作
を
す
 

れ
ぼ
、
乗
車
し
て
る
園
児
達
は
 

大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

〇
そ
こ
で
、
皆
様
に
お
願
い
 

〇
交
通
法
規
に
も
、
う
た
わ
 

れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
供
 

自
転
名
だ
け
で
な
く
、
 
一 

般
の
方
も
、
見
と
お
し
の
 

悪
い
交
さ
点
、
道
路
の
曲
 

り
角
は
、
 

一
時
停
止
す
る
 

か
、
ま
た
は
徐
行
す
る
な
 

り
し
て
左
右
の
安
全
を
、
 

確
認
し
て
、
お
互
に
、
交
 

通
事
故
の
な
い
よ
う
に
通
 

行
、
又
は
運
転
す
る
よ
う
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

~ 



り
 

報
 

町
 
か
け
て
算
出
し
ま
す
o
 

（
昭
和
 

田
 

金
 
で
の
加
入
者
数
に
か
け
て
算
出
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私
達
は
よ
く
保
険
税
が
高
い
 

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
保
険
 

税
の
し
く
み
と
、
そ
の
使
い
方
 

を
、
知
っ
て
い
た
だ
く
上
か
ら
 

書
い
て
み
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
税
の
 

課
税
の
キ
ソ
に
な
る
も
の
と
し
 

て
所
得
割
と
い
う
も
の
が
あ
り
 

ま
す
。
こ
れ
は
す
で
に
皆
様
方
 

も
御
存
知
の
よ
う
に
昨
年
中
に
 

得
た
所
得
額
よ
り
基
礎
控
除
を
 

し
た
残
り
の
金
額
に
一
定
の
税
 

率
を
か
け
て
算
出
し
ま
す
。
 

（
昭
和
五
十
年
度
は
百
分
の
四
 

・
四
）
次
に
固
定
資
産
税
割
で
 

す
が
、
こ
の
資
産
税
割
は
当
該
 

年
度
に
課
税
さ
れ
た
、
固
定
資
 

産
税
の
う
ち
、
土
地
、
家
屋
に
 

か
か
る
税
額
に
一
定
の
税
率
を
 

五
十
年
度
は
百
分
の
三
五
）
 

次
が
、
被
保
険
者
均
等
割
で
 

す
。
こ
れ
は
、
被
保
険
者
（
国
 

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
 

者
）
一
人
あ
た
り
の
定
額
（
111 

、
ヒ
〇
〇
円
）
を
そ
の
世
帯
中
 

し
ま
す
。
 

最
後
に
世
帯
別
平
等
割
で
す
 

が
、
こ
れ
は
被
保
険
者
に
関
係
 

な
く
一
世
帯
当
り
の
額
（
四
、
 

七
〇
〇
円
）
を
定
た
も
の
で
す
 

以
上
の
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
 

所
得
割
、
固
定
資
産
税
割
、
被
 

保
険
者
均
等
割
、
批
帯
別
平
等
 

割
を
課
税
対
象
に
し
て
い
る
も
 

の
を
四
方
式
課
税
と
い
い
ま
す
 

ま
た
、
所
得
割
と
資
産
割
と
 

を
合
わ
せ
て
 
「
応
能
割
」
と
称
 

し
、
均
等
割
と
平
等
割
と
を
合
 

わ
せ
て
「
応
益
割
」
と
称
し
ま
 

す
。
こ
の
応
能
・
応
益
の
課
税
 

割
合
は
、
各
五
〇
％
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

で
は
保
険
税
は
ど
の
く
ら
い
 

あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
 

い
る
の
か
？
 

金
田
町
国
民
健
康
保
険
に
加
 

入
し
て
い
る
世
帯
数
（
以
下
昭
 

和
五
十
一
年
一
月
末
現
在
）
七
 

六
三
世
帯
、
被
保
険
者
数
二
、
 

一
三
七
人
で
、
税
額
二
千
七
八
 

万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
比
し
て
、
療
養
給
付
 

費
が
六
千
九
十
五
万
五
千
円
と
 

一
 

余
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 
こ
 

の
う
ち
に
四
〇
％
は
国
よ
り
補
 

助
が
あ
り
ま
す
が
、
残
り
六
o
 

％
は
保
険
税
に
た
よ
ら
ね
ば
な
 

ら
な
い
の
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
保
険
税
に
そ
の
 

よ
う
な
多
額
を
負
担
さ
せ
る
こ
 

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
 

に
強
く
要
望
し
た
結
果
、
よ
う
 

や
く
最
近
に
な
っ
て
特
別
療
養
 

補
助
金
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
 

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
収
支
 

の
バ
ラ
ン
ス
を
何
と
か
保
っ
て
 

き
た
の
で
す
が
、
受
診
件
数
が
 

国

民

健

康

保

険

 

の
 

し
 

く
 

み
 

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
に
高
額
 

療
養
費
を
四
百
九
万
三
千
円
支
 

払
っ
て
い
ま
す
。
療
養
給
付
費
 

と
い
う
の
は
、
被
保
険
者
が
病
 

院
に
か
か
っ
た
金
額
で
す
。
そ
 

の
件
数
は
】
月
末
ま
で
で
八
九
 

五
三
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
人
の
被
保
険
者
が
病
院
に
 

行
き
三
百
円
払
っ
た
と
し
ま
す
 

と
、
そ
の
人
の
、
そ
の
日
の
療
 

養
給
付
費
は
千
円
だ
っ
た
の
で
 

す
。
千
円
か
ら
三
百
円
を
引
い
 

た
七
百
円
が
療
養
給
付
費
と
し
 

て
町
の
方
に
請
求
書
が
来
ま
す
 

そ
の
積
み
あ
げ
が
、
六
千
万
 

大
巾
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
 

そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
も
ろ
く
も
く
 

ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
保
険
税
と
療
 

養
給
付
費
、
受
診
者
に
よ
る
比
 

例
的
関
係
は
く
ず
す
こ
と
は
出
 

来
ま
せ
ん
。
 

国
民
健
康
保
険
の
精
神
は
相
 

互
扶
助
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

現
在
、
我
が
国
で
は
、
こ
の
精
 

神
が
そ
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
 

い
ま
す
。
そ
れ
は
何
故
か
と
申
 

し
ま
す
と
、
被
保
険
者
一
世
帯
 

当
り
の
負
担
が
あ
ま
り
に
も
、
 

大
き
く
な
っ
一
 

、
く
た
め
で
 

す。 

そ
れ
に
は
国
の
補
助
率
等
 

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
 

に
も
ま
し
て
受
診
率
が
高
く
な
 

っ
て
い
く
こ
と
に
も
原
因
が
あ
 

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
 

ま
す
。
 

受
診
率
が
高
く
な
れ
ば
税
金
 

も
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
よ
う
な
「
悪
循
環
」
を
く
り
 

か
え
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
と
れ
を
ふ
せ
ぐ
の
は
、
治
 

療
よ
り
予
防
こ
そ
大
切
で
す
。
 

ふ
だ
ん
か
ら
体
力
を
充
実
さ
せ
 

て
お
け
げ
少
A

の
病
気
は
受
け
 

つ
け
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
平
素
 

か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
 

睡
眠
と
休
養
を
十
分
と
っ
て
、
 

過
労
を
さ
け
適
度
の
運
動
を
し
 

で
、
体
を
キ
タ
え
る
こ
と
に
心
 

が
け
て
下
さ
い
。
 

次
に
、
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
 

ま
し
よ
う
。
か
か
っ
て
い
る
お
 

医
者
さ
ん
を
信
用
し
て
、
す
べ
 

て
ま
か
せ
る
心
構
え
が
大
切
で
 

す。 

「
ど
う
も
あ
の
先
生
の
や
 

る
こ
と
は
」
な
ど
と
疑
っ
て
ば
 

か
り
い
た
ら
治
る
病
気
も
治
ら
 

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
病
気
の
 

ち
よ
っ
と
し
た
変
化
に
一
喜
一
 

憂
し
、
前
に
の
べ
た
よ
う
に
お
 

医
者
の
ハ
シ
ゴ
は
、
ま
っ
た
く
 

バ
カ
げ
た
こ
と
で
す
。
お
医
者
 

さ
ん
を
信
じ
ま
し
よ
う
。
 

保
険
者
（
町
）
が
医
療
費
を
 

税
と
い
う
形
で
被
保
険
者
の
皆
 

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
 

こ
の
税
金
の
納
期
は
、
第
一
期
 

四
月
、
第
二
期
七
月
、
第
三
朝
 

十
月
、
第
四
朝
十
二
月
と
な
っ
 

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
日
 

ま
で
に
納
入
き
れ
な
い
と
、
医
 

療
費
が
支
払
え
ま
せ
ん
。
高
い
 

利
子
を
払
っ
て
借
入
れ
を
し
て
 

医
療
費
を
払
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
 

の
で
す
。
 

税
金
は
納
期
日
ま
で
に
是
非
 

納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
b
 

今
や
交
通
戦
争
と
ま
で
い
わ
 

れ
る
時
代
で
す
。
 

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
国
 

民
健
康
保
険
に
届
け
て
下
さ
 

い
。
皆
さ
ん
、
ま
た
は
皆
さ
ん
 

の
家
族
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
 

場
合
、
国
民
健
康
保
険
が
、
そ
 

の
医
療
費
を
被
害
者
に
か
わ
っ
 

て
、
加
害
者
側
に
請
求
で
き
ま
 

す。 国
民
健
康
保
険
は
、
医
療
費
 

の
一
時
た
て
か
え
を
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
の
で
す
。
 

交
通
事
故
で
国
民
健
康
保
険
 

を
使
っ
て
治
療
を
う
け
た
場
合
 

そ
の
原
因
は
、
加
害
者
す
な
わ
 

ち
第
三
者
に
よ
る
行
為
か
ら
お
 

き
た
も
の
で
す
か
ら
、
被
保
険
 

者
の
方
は
必
ら
ず
「
第
三
者
行
 

為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
国
民
健
 

康
保
険
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
 

い。 届
出
が
お
く
れ
た
り
、
又
は
 

届
出
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
 

た
場
合
は
、
他
の
被
保
険
者
の
 

皆
さ
ん
に
迷
惑
を
お
か
け
す
る
 

よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
 

御
注
意
下
さ
い
。
 

ま
た
加
害
者
側
と
示
談
の
話
 

し
合
い
を
進
め
る
場
合
で
も
、
 

国
民
健
康
保
険
に
届
け
る
前
に
 

は
絶
対
、
示
談
を
結
？
 

い
よ
 

I 
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

示
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
 

以
後
後
遣
症
な
ど
が
お
き
て
も
 

国
民
健
康
保
険
で
は
治
療
が
受
 

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
 

す
。
こ
の
こ
と
の
な
い
よ
う
に
 

慎
重
に
取
組
む
べ
き
で
す
。
 

示
談
を
結
ぶ
前
に
国
民
健
康
 

保
険
と
十
分
連
絡
を
と
り
合
っ
 

て
、
示
談
条
件
の
中
に
医
療
費
 

の
全
額
は
加
害
者
負
担
と
い
う
 

条
項
を
は
っ
き
り
明
示
し
て
お
 

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

以
上
、
概
略
な
が
ら
国
民
健
 

康
保
険
の
取
り
組
み
方
を
お
知
 

ら
せ
し
、
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。
 

献血推進協議会会員 

の募集について 

係
 

健
 

保
 

町
民
の
皆
様
力
は
す
で
に
御
 

周
知
の
こ
こ
と
思
い
ま
す
が
、
 

こ
の
献
血
推
進
協
議
会
は
、
相
 

互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
会
員
相
 

互
の
献
血
制
度
の
円
滑
な
運
営
 

に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、
あ
わ
 

せ
て
会
員
及
ひ
そ
の
家
族
に
対
 

し
て
必
要
に
応
じ
て
、
輸
血
を
 

行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
こ
の
 

会
の
最
大
の
事
業
で
あ
る
血
液
 

あ
つ
め
（
献
血
）
を
実
施
致
し
 

ま
す
と
二
〇
ー
三
〇
人
の
参
加
 

と
い
う
状
況
で
す
。
 

ロ
ケ
ツ
ト
で
月
ま
で
い
け
る
し
 

自
動
車
は
三
軒
に
二
台
は
あ
る
 

よ
う
な
近
代
化
し
た
時
代
で
も
 

血
液
だ
け
は
、
人
間
の
力
で
製
 

造
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
や
は
 

り
人
に
た
よ
ら
な
け
れ
ぼ
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

も
し
皆
き
ん
の
家
庭
で
交
通
事
 

故
等
、
思
い
も
よ
ら
な
い
事
故
 

に
あ
っ
た
場
合
、
必
ら
ず
血
液
 

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
 

場
合
、
病
院
は
生
命
に
替
え
ら
 

れ
な
い
の
で
血
液
セ
ン
タ
ー
よ
 

り
と
り
よ
せ
確
保
は
し
て
く
れ
 

ま
す
が
、
現
在
の
日
本
で
は
、
 

買
血
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
 

後
日
病
院
に
返
納
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
事
を
考
え
て
い
た
 

だ
け
れ
ぼ
、
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
 

で
会
員
と
な
っ
て
健
康
な
時
に
 

献
血
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま
す
 

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

本
町
で
は
、
回
覧
に
て
現
在
会
 

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

多
数
会
員
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
 

お
す
す
め
致
し
ま
す
。
 

歳
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